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　「障害」をテーマとする研究は，
障害に関心のある一部の限られた
領域が取り組むものだと感じられ
るかもしれません。しかし，障害
者を取り巻く問題は，障害者とい
う対象に限られた問題ではありま
せん。障害者問題には，人間の心
のあり方や，社会が抱える矛盾や
葛藤がより現れやすく，私たちの
社会の普遍的な問題が映し出され
ます。筆者は障害をテーマとする
研究のおもしろさをそこに感じて
います。
　本書は，障害者に対する私たち
のまなざしを通して，差別する人

　「少年の心の闇」という言葉を
聞いたことのない心理学者はいな
いであろう。凶悪犯罪を行った少
年の心理的特徴を形容する表現で
ある。謎めいた，得体の知れない
心理状態により行われた犯行であ
るかのようにたとえられているが，
彼らの心理は本当にダークサイド
なのだろうか。近年，サイコパシー
を中心としたダークトライアド研
究などが注目を浴び，こうした問
いに答える試みはなされているも
のの，反社会的行動を行う者が何
を考えて行動に至っているか，そ
の心理過程を直接的に解明する専

間の心の働きを見つめようとした
ものです。差別の現実や研究の
話だけでなく，当事者の方や隣接
領域の方に執筆していただいたコ
ラムも登場します。偏見低減や差
別是正を呼びかける本というより
は，私たちが差別をしてしまう性
質をもっていることを前提に，問
題をどのように考えるかを問いか
けたいと思い，本書を執筆しまし
た。今の社会が孕む問題と，その
歪みの弊害を最も受ける人たちが
いること，ひいてはその問題が私
たち個人に返ってくることを，考
えるきっかけになれば幸いです。

門書は皆無に等しい。本書は，国
内外の若手研究者が中心となり，
現代の反社会的行動の顕著な特
徴である認知のゆがみに焦点を当
てることで，その心理過程の解明
に挑んでいる。社会・教育・発達
といった心理学領域に脳科学も含
めた先端的知見を紹介するだけで
なく，それらを発展させた予防と
改善の可能性をも射程に入れてい
る。「血のように赤く染められたメ
ガネを通して世界を見る傾向があ
る（ディルら，1997）」とも形容さ
れる彼らの「心の闇」を読者が読
み解くヒントとなれば幸いである。
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　この本は，左右の大脳半球のは
たらきがそれぞれ，認知的不安と
身体的不安と関係するという知見
に接したことから出発した，知的
冒険の旅の成果である。旅を導い
てくれたのはほとんど，インター
ネットからダウンロードできた学
術的な資料だった。そこからたと
えば，スピルバーガーの特性・状
態不安検査の項目には二つの不安
が混在し問題があること，あるい
は教示によりこの二つの不安を生
じさせ，また反転させることが可
能なことなどを知ることができた。
　さらにはフロイトの不安論ある

　20年以上前のことだが，卒業研
究の指導をしていた学生が中学生
と高校生を対象にして行った不登
校についてのアンケート調査に，
自由記述の欄があった。筆者はそ
の回答をざっと読み，分析する価
値があると直感した。そして回答
の内容をもとに10数個の質問項
目を作成し，リッカート尺度で測
定する調査用紙を作成してみたも
のの，はたしてこれでいいのか考
え込んだ。この用紙を使って調査
をすれば不登校についての態度の
因子が見つかり，そしてその発達
や性差がわかるだろう。しかし，

いはアイゼンクのパーソナリティ
論のなかに，この二つの不安の存
在を発見したりもした。通常二つ
の不安は，意識されずに反転を繰
り返し私たちのこころのはたらき
を支えていると考えられる。適度
の身体的不安が共感性，心の理論，
セルフ・アウェアネスの高さと関
係している理由はここにある。
　しかし反転の環がどこかで中断
されると身体的あるいは認知的不
安として止まり，ネガティブな不
安感情として意識にのぼってくる。
この不思議な不安の姿を，本書か
ら読み取り感じていただきたい。

もとのデータにあった面白さや豊
かさは失われてしまう。中学生・
高校生たちが書いた回答をそのま
ま分析できないかとその後研究方
法を模索し始め，たどりついたの
がディスコース分析だった。
　本書は，わが国の心理学におい
ておそらく初となるディスコース
分析の入門書であり，論文集であ
る。ディスコース分析は談話分析
や言説分析とも呼ばれる質的研究
法の一つであるが，これを用いた
心理学の研究は日本では少ない。
本書をきっかけに，この研究法の
面白さを広く知ってほしい。

すずき　さとし
東京農業大学教職・学術情報課程准教
授。専門は教育相談，心理学史，ディス
コース分析。著書はほかに『ワード
マップ　会話分析・ディスコース分析』
（新曜社），『教育とカウンセリング』（共
著，八千代出版），『図で理解する生徒指
導・教育相談』（分担執筆，福村出版），
『笑いと嘲り』（訳，新曜社），『後知恵』
（訳，新曜社）など。

さかの　のぼる
京都大学名誉教授。日本心理学会名誉
会員。専門は教育神経心理学。著書は
ほかに『脳と教育：心理学的アプロー
チ』（編著，朝倉書店），『ヒトはなぜ
指を組むのか：脳とこころのメカニズ
ム』（青木書店），『脳バランス力とこ
ころの健康』（青木書店），『二つのこ
ころと一つの世界：心理学と脳科学の
新たな視角』（新曜社）など。

編著　鈴木聡志・大橋靖史・
　　　能智正博
発行　ミネルヴァ書房
A5判／ 252頁
定価　本体2,500円＋税
発行年月　2015年4月

著　　坂野  登
発行　勁草書房
四六判／ 272頁
定価　本体2,700円＋税
発行年月　2015年5月

ディスコースの心理学
質的研究の新たな可能性のために

鈴木聡志

不安の力
不確かさに立ち向かうこころ

坂野　登


